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社団法人　日本歯科医師会 

歯科医師の倫理綱領 
　われわれ歯科医師は、日頃

より歯科医学および歯科医療

の研鑽を通じて培った知識や

技術をもって、人々の健康の

回復と疾病の予防のために貢

献するものである。 
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巻頭言（理事　田上  大輔） 

理事会 

委員会だより 
（総務・厚生、学術、センター・介護） 

郡市会だより 
（宇土、天草、玉名、荒尾、八代、下益城） 

国保だより 

会務報告 

新入会員 

　2月19日に行
われる熊本城マ
ラソンの練習風
景です。 
体調管理に気を
つけて、無事完
走されることを 
お祈りします。 

（H.K） 



地域保健委員会では ｢歯科医療のパイを拡大するための手段の一つ｣ として､ 保健と医療
をつないだ ｢地域歯科保健医療活動｣ を展開中です｡ その活動の一環として､ ｢糖尿病対策
を切り口とした医療連携・行政との連携｣ の構築を目指しています｡
１) 医療連携
糖尿病と歯周病患者を ｢糖尿病診療情報提供書 (医科→歯科) (歯科→医科)｣ を用いて
医科・歯科相互に受診勧奨する｡ また､ 調剤薬局で糖尿病治療薬の服用者に ｢歯周病セ
ルフチェック票｣ を用いたスクリーニングを行い歯科受診を勧奨する｡

２) 行政との連携
市町村の特定健診で､ 糖尿病の受診勧奨レベル (HbA1cが6.1以上) の方に対して ｢歯
周病セルフチェック票｣ を用いてスクリーニングを行い歯科受診を勧奨する｡

上記の仕組みを作るために､ 県レベルでは３つの重要な“点”が存在します｡
１) ヘル歯 元気8020支援事業
保健と医療をつないだ ｢地域歯科保健医療活動｣ の最初のスタート地点｡

２) 熊本県糖尿病対策推進会議 (熊本県医師会が母体)
熊本県における糖尿病対策の拠点として､ 熊本県糖尿病地域連携パスを運用｡

３) 糖尿病予防総合対策事業 (熊本県が実施主体)
熊本県における糖尿病保健医療連携の拠点として､ ｢保健医療連携体制構築にかかる指
針｣ を作成中｡

これらの３つの“点”はそれぞれ､ ｢糖尿病の発症､ 重症化､ 合併症予防のための保健医
療連携体制整備事業｣ の中にそれ相応のポジションを確保していますが､ ヘル歯 元気8020
支援事業のポジションは他の２つの“点”と比べ､ 片隅の小さな“点”でした｡ そのような
状況の中で“点”と“点”を結ぶ作業はスタートしました｡
１) ヘル歯 元気8020支援事業の中で
事業の一環として医療連携・行政との連携に必要な各種ツールを作成｡

２) 熊本県糖尿病対策推進会議の中で
8020支援事業で作成した各種ツールを､ 熊本県糖尿病地域連携パスの医科・歯科連携の
ためのツールとして承認を受ける｡

３) 糖尿病予防総合対策事業の中で
熊本県糖尿病対策会議において承認された連携ツールを ｢保健医療連携体制構築にかか
る指針｣ にも記載｡ さらに､ 糖尿病を切り口とした医療連携・行政との連携の全体像も
指針の中に盛り込む｡

以上の作業により､ ３つの“点”が結びつき１本の“線”となり､ 糖尿病を切り口とした
医療連携・行政との連携における歯科のポジションは片隅からより中央へ､ 小さな存在から
確かな存在になりつつあります｡ この“線”を基盤にしての次のステップは､ 各郡市歯科医
師会が主体となって圏域糖尿病保健医療連携会議の中で医療連携・行政との連携のモデル事
業を立ち上げる事です｡ その実績を県レベルにフィードバックする事により“線”はより太
い“線”になります｡ どうかこの糖尿病対策を切り口とした地域歯科保健医療活動にご理解
とご協力をお願い致します｡
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開 会：小島副会長
挨拶要旨：浦田会長

今年の主な会務としては､ 公益法人改革､
あるいは九州歯科医学大会が挙げられると思
います｡ しかしながら､ これらについては､
当然やらねばならないこと､ いわばルーティ
ンであるため年頭所感においては敢えて記載
しませんでしたが､ まずはこれらの準備､ 運
営について確実に取り組んでいきたいと思っ
ていますので､ 宜しくお願いします｡ そして､
年頭所感においては､ 東日本大震災を踏まえ
ての大規模災害に対する備え､ 平成２４年度
の診療報酬改定の２点を､ 今年の大事なテー
マとして採り上げました｡ 大規模災害対策に
ついては､ 各県においても情報の収集､ 内容
の見直し等が､ また九地連においても地区全
体で災害対策に取り組むというような構想が
出ています｡ 我々も大規模災害時の対応マニュ
アルを見直し､ 大規模災害の際に歯科医師会
としてどのような対応をしていくのか､ その
行動計画について､ さらに踏み込んだ検討を
する必要があると考えています｡ それから､
今年は４月に診療報酬､ 介護報酬点数の同時
改定があります｡ 改定率等の情報はご存知の
とおりですが､ その中でも､ 前回の理事会に
おいても報告されたように､ 本県における高
齢者の割合は平成37年を頂点に当面の間増加
していくことが見込まれており､ それは都市
部において顕著であるとのデータがあります｡
そのようなことから､ 今回の改定では介護､
あるいは在宅医療の充実を図るといった慢性
疾患への対応がその重点項目として挙げられ
ています｡ こうした変化に確実に対応できる
ように､ 会員の先生方をしっかりとサポート
する必要がありますので､ 私たちも十分に勉
強しておく必要があります｡ ｢少くして学べ
ば､ 壮にして為すあり｡ 壮にして学べば､ 老
いて衰えず｡ 老いて学べば､ 死して朽ちず｡｣
これは､ 佐藤一斎の ｢言志晩録｣ の一節です
が､ 日々､ 学び続けるという姿勢を持ちつつ､
諸会務に取り組んで参りたいと思いますので､
どうぞ宜しくお願い致します｡

報報 告告
総 務：第10回理事会､ 第19・20回常務理

事会､ 第39回九州地方社会保険医

療協議会熊本部会､ 九州各県専務
理事連絡協議会､ タウンミーティ
ング (下益城郡)､ 総合政策推進
プロジェクト会議､ 8020支援事業･
歯周病予防に関する指導者講習会
ワーキング委員会､ 県議会厚生常
任委員会視察､ 日本財団へ挨拶訪
問､ 県医療審議会

学 術：熊本県歯科医学大会
社会保険：レセプト事前チェックセンター､

県歯科衛生士会リーダー育成研修
会

地域保健：8020支援事業・歯周病予防に関す
る指導者講習会､ 学齢期歯科保健
研修会

広 報： ｢熊歯会報｣ １月号編集・校正､
テレメッセ打合せ､ ＴＫＵ ｢医療
あれこれ｣ 収録

学校歯科：県学校保健会合同研修会､ 県
PTA災害見舞金安全会判定審査
委員会､ 第77回全国学校歯科保健
研究大会打合せ会

医療対策：医療相談苦情事例報告
セ・介護：介護者歯科実技研修会､ 口腔保健

センターカルテ・会計チェック
学 院：学院解剖学見学実習､ 学院臨床実

習場反省会､ 学院役職員会､ 学院
新規臨床実習施設打合会

国 保：九歯連役員会､ 九歯連協議会､ 九
州各県国保事務担当者連絡会

以上､ 12月19日から１月22日までの総務､
各委員会他の動きについて､ 浦田会長及び担
当各役員より報告がなされた｡

報報 告告そそのの２２
１. 退会会員について
・盛 孝徳 会員 (一般／玉名郡市)
平成23年12月15日付 異動のため

１月27日 (金) 午後７時00より県歯会館第１会議室において浦田会長他全役員出席のもと議
長を浦田会長､ 議事録署名人を冨屋理事､ 大林理事として第11回理事会が開催された｡
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・上野 啓之 会員 (勤務医／伊藤歯科医院)
平成23年12月10日付 一般会員として入会
のため
２. 表彰について
・熊本県知事表彰 中嶋 敬介 会員 (天草
郡市) 表彰式：平成24年２月３日 (金)
３. 関係機関・団体からの役員等の推薦依頼
について
・熊本県医療対策協議会委員／熊本県医療政
策課 浦田 健二 会長
任期：平成24年４月１日～平成26年３月31日
・熊本県生活習慣病検診等管理指導部会委員
／熊本県健康づくり推進課
宮坂 圭太 副会長
任期：平成24年２月24日～平成26年３月31日
４. 名義後援使用依頼について
・第30回熊本春節祝賀会／ ｢熊本県日中協会
熊本県社会福祉審議会高齢者福祉専門分科
会｣
５. 県議会へ提出した請願書の審査結果につ
いて
｢社会保障・税一体改革案｣ における ｢受

診時定額負担｣ の導入に反対する意見書の提
出を求める請願については､ 12月16日の県議
会本会議において採択され､ 県議会議長名で
国へ提出された｡
６. 平成24年度税制改正について
社会保険診療報酬に係る所得計算の特例措
置及び事業税非課税の特例措置については､
現行のまま存続されることが閣議決定された｡
７. 平成23年度通常総会古希会員表彰者につ
いて
平成24年度に70歳になられる会員９名につ
いて､ ３月17日に開催される通常総会におい
て表彰する｡
８. 熊本県医療・保健・福祉連携学会への賛
助金寄付について
同学会の賛助金寄付について例年同様に５
万円を寄付する｡
９. 医療苦情に関する通知について
患者さんから苦情のあった会員について通
知を発送する｡
10. 各会計12月末現況について
11. ２月行事予定について
12. その他
○学院内規 ｢退職役員・講師への感謝状・記
念品に係る内規｣ の一部改正について

協協 議議
１. 新入会員の承認について (承認)
一般会員３名の入会を承認した｡
２. 平成24年度年間行事予定について (承認)
原案通り承認した｡ なお､ 常務理事会を第
１､ 第３水曜日に､ 理事会を第４水曜日に開
催することとした｡

３. 第77回全国学校歯科保健研究大会の開催
期日・場所について (承認)
日程については､ 平成25年10月17日､ 18日
に開催することとした｡ また､ 会場の選定に
ついては､ 専務理事､ 学校歯科委員会に一任
し､ 決定後理事会において改めて報告するこ
ととした｡
４. 平成23年度一般会計熊本県歯科医師会会
計収入支出補正予算 (案)について (承認)
在宅歯科診療連携室整備事業に係る受託金
収入および受託事業関係費支出を追加のうえ､
原案通り承認し､ 通常代議員会､ 並びに通常
総会に議案として上程することとした｡
５. 通常代議員会への積立金取崩しの提出議
案について (承認)
・熊本歯科衛生士専門学院基本財産積立金の
取崩し
・熊本県歯科医師会口腔保健センター償却資
産積立金の取崩し
原案通り承認し､ 通常代議員会に議案とし
て上程することとした｡ なお､ 熊本県歯科
医師会口腔保健センター償却資産積立金の
取崩しについては､ 日本財団からの補助金
を得ることが出来なければ取り下げること
とした｡
６. 平成24年度熊本県歯科医師会会計収入支
出予算 (案) について (承認)
新基準により新たな様式となった熊本県歯
科医師会会計収入支出予算 (案) を通常代議
員会､ 並びに通常総会に議案として上程する
こととした｡ なお､ 従来の様式による熊本県
歯科医師会会計収入支出予算 (案) は参考資
料として添付することとした｡
７. 平成23年度通常代議員会の議事について
(承認)
原案通り承認した｡ なお､ 議事の順番につ
いては改めて検討することとした｡
８. 平成23年度通常代議員会・総会の会務報
告について (自：平成23年８月 至：平成
24年１月) (承認)
原案通り承認した｡
９. 事業企画について
・総合政策推進プロジェクト ｢歯科衛生士・
歯科助手研修会｣ の開催について (承認)
原案通り承認した｡ なお､ 認定証の発行の
有無については今後の検討課題とした｡
・ ｢くま歯キャラバン隊｣ (承認)
原案通り承認した｡ なお､ 講演メニューに
ついては興味を引き付ける内容テーマとす
るため再度各委員会において検討すること
とした｡
10. 理事の時間・学術委員会
｢歯科医師会執行部の事業展開に対する会

員関心度､ 今後の方針と取り組み｣ (椿理事)
監事講評：片山監事､ 西野監事
閉 会：中嶋副会長

(広報 加藤 久雄)
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本年度の健康診断は､ ７月30日 (土) の荒尾市を皮切りに９月､ 10月と下記の日程で実施され
た (表１)｡ 実施機関を社団法人熊本市医師会ヘルスケアセンターとして初めての健康診断であっ
たが､ 事前の問診票記入や尿採取などを行ったことで､ 当日はスムーズな健診ができ､ 大きな問
題も生じることなく無事に終了することができた｡ 健診結果の集計ができあがりましたので､ そ
の一部をご紹介します｡

本年度の受診状況を見ると､ 昨年度と比較して総受診者が239名増加して2776名となった｡ 受
診者の特性については表２に示す通りです｡

その中で､ 会員の受診率は昨年度は19.0％に対し本年度は18.7％であり､ 大きな差はありませ
んでした｡ 健康診断項目については､ 定期健康診断､ 特定健康診査､ および受診者の希望に応じ
て追加検査が実施された｡

������������ 受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者222222222222222222222222,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,777777777777777777777777777777777777777777777777666666666666666666666666名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!! !!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!! ((((((((((((((((((((((((222222222222222222222222333333333333333333333333999999999999999999999999名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加))))))))))))))))))))))))

―平成23年度健康診断―� ���� ���
地 区 健康診断日程 受付時間

荒尾市 ７月30日(土) 13：00～15：00
宇土郡市 ８月20日(土) 13：00～15：30
山鹿市 ８月25日(木) 19：00～21：00
阿蘇郡市 ８月27日(土) 12：00～16：00
水俣芦北郡市 ８月27日(土) 12：30～15：00
人吉市 ９月３日(土) 12：30～15：30

天草郡市
９月３日(土)・10月15日(土) 12：00～16：00
９月23日(金・祝) 8：00～11：00

熊本市
上益城郡

９月５日(月)～７日(水) ９月９日(金)・14日(水) 18：00～20：00
９月８日(木)・15日(木) 16：00～20：00

玉名郡市 ９月22日(木) 18：30～21：00
下益城郡 10月１日(土) 13：00～15：00

菊池郡市
10月７日(金) 18：00～19：00
10月13日(木) 13：00～14：30
10月14日(金) 18：00～20：00

八代 10月８日(土)・15日(土) 13：00～16：00
球磨郡 10月28日(金) 18：30～20：30

表１

表２

■■女性
■■男性

受診者年齢分布図

年
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～19

0 100 200 300 400 500
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ここ数年所見なしが40％台で
あったのに対し､ 本年度は39.8
％とやや減少しています｡ 一方
で､ 所見ありが60.2％となり増
加傾向を認めます｡

男女とも脂質異常を最も多い
(男性351人､ 女性466人)｡ その
他､ 男性では高血圧 (291人)､
肝機能 (229人) が多く女性で
は､ 尿検査 (424人)､ 肝機能
(262人)､ 高血圧 (234人) が比
較的多く見られた｡ これらの項
目は､ 前年度においても同様の
傾向｡

その他､ 項目別所見において昨年度と比較して以下のような違いがあった｡
１. 健診者は昨年度と比べて微増であるにもかかわらず､ 胸部Ｘ線撮影において､ 女性の所見
ありが72人から152人へ倍増｡
２. 尿検査において､ 女性の所見ありが614人から424人へ減少｡
３. 腎臓機能および貧血系の評価において､ 男性も女性も前年より倍増｡
これらのことが実施機関の違いによるものか､ あるいは健診者の特性によるものか､ 今後の健
診結果と比較していく必要がある｡ 開設者には､ 従業員への健康診断の実施が義務付けられ

ています｡ より多くの会員・会員家族・従業員の皆様に受診して頂きますようお願いいたします｡
また､ 健診の結果､ 要検査の項目が見られた場合には､ 早急に医療機関を受診されますようお願
いします｡

(総務･厚生 堀田 浩史)

熊歯会報Ｈ.24.２

7

平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度
判定 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％
異常なし 171 7.9 403 15.8 382 15.2 376 14.8
異常なし扱い 233 10.8 307 12.0 270 10.7 266 10.5
継続治療 302 14.1 385 15.1 420 16.7 445 17.5
(所見なし計) (706) (32.8) (1095) (42.9) (1072) (42.6) (1087) (42.8)

経過観察 849 39.4 830 32.5 841 33.5 908 35.8
要精密検査 518 24.1 544 21.3 519 20.6 476 18.8
要治療 79 3.7 83 3.3 84 3.3 66 2.6

(所見あり計) (1446) (67.2) (1457) (57.1) (1444) (57.4) (1450) (57.2)

[合計] [2152] [100] [2552] [100] [2516] [100] [2537] [100]

表３平成19年度から22年度までの所見なし・所見ありの比較

表４ 本年度の結果

表５ 項目別所見総数
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12月４日 (日) 午前10時より､ 県歯会館４

Ｆ大ホールにおいて､ 安全な歯科医療を提供

するためのバイタルサインセミナーが開催さ

れた｡ 本セミナーは､ 安心・安全歯科医療推

進制度必須講習会となっており､ 総勢342名

と多数の会員およびスタッフの参加があった｡

まず､ 渡辺専務理事による開会の挨拶があり､

次に日本歯科麻酔学会の望月亮地域医療担当

理事により当セミナーの趣旨や学会の考え方

などについての説明と挨拶があった｡ 今回は､

｢歯科医院における偶発症の予防と一次救命

処置｣ という演題で､ 九州大学大学院歯科麻

酔学分野の横山武志教授の講演が行われた｡

また本セミナーは､ 内容の浸透度を評価する

ために, プレ＆ポストアンケートを実施し､

以後の講演形式､ 講演内容などの改善に活用

されるとのことで､ まず会場にプレアンケー

トが配られ記入後講演に入った｡

最初に､ 感染防御について講演が行われ､
感染対策の標準予防策とは､ 患者が保有して

いる可能性のある病原体は未同定として､ す

べての目視できる湿性の血液・体液・排泄物

は感染の可能性があるとして取り扱うことが

重要であると述べられた｡ また､ 滅菌・消毒

の基本から手洗い法や手袋の使用法等につい

て説明があった｡

次に医療事故について､ 現在日本では､ 社
会の高齢化や侵襲の大きなインプラントの増

加により医療事故が増加しており､ 救命処置

への関心が高まっている｡ 実際の判例として､

抜去歯の口腔内落下窒息死亡事故を例に挙げ

て説明があり､ 抜去歯を口腔内に落としたと

き､ 体を起こし吐き出させようとしたことに

より､ 気道閉塞を起こした｡ すなわち､ 緊急

時に適切な処置を行わなかった事に対して過

失を問われたということであった｡

続いて偶発症を減少させる方策について解
説があった｡ 統計的には､ 誰でも開業期間中

に､ 数回は重症偶発症 (嘔吐､ 意識消失､ 誤

飲・誤嚥等) を経験する可能性があり､ まず

偶発症の発症リスクを減少させる方策を学ぶ

ことが重要であるとのことであった｡ そこで

初診時には､ 効果的な問診を行い､ 無理して

ハイリスク患者を診療せず異常が見られた時

には治療を延期したり中止することも必要で

ある｡ また､ 治療を開始する直前には､ 血圧

測定・脈拍触知 (橈骨動脈) は最低限行う必

要があると述べられた｡ 次に､ 心電図につい

て説明があり､ 詳しく読める必要はなくポイ

ントとしては､ ①Ｒ＝Ｒ間隔が一定であるこ

と､ ②QRS波の前にＰ波があること､ ③PQ

間隔が５㎜ (0.2秒) 以下であること､ ④QR

S間隔が３㎜ (0.12秒) 以下であることであ

り､ 異常が見られたらプリントアウトし記録

を残しておくことが重要である｡ また､ パル

スオキシメーター (経皮的酸素飽和度

(SpO2) と脈拍数のモニター) は､ リアルタ

イムで呼吸の状態と脈拍が確認でき､ さらに

簡単に装着できるため使用を勧められた｡

次に､ 歯科における一次救命処置について
説明があった｡ まず､ 歯科治療中に遭遇する

可能性のある､ アナフィラキシー・虚血性心

疾患・重症喘息発作・迷走神経反射・異常高

血圧等に対しての各救急薬品の使用法につい

て説明があった｡ また現在､ 歯科医院におけ

る一般的な常備薬は､ 種類が多く複雑であり

������������ 歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境にににににににににににににににににににににににに即即即即即即即即即即即即即即即即即即即即即即即即ししししししししししししししししししししししししたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置をををををををををををををををををををををををを

―バイタルサインセミナー―�����
一般臨床医が実際にできることとは
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実用的でないとのことである｡ そこで､ 講師

は､ 常備しておきたい薬剤としてエピネフリ

ン・アスピリン・ニトログリセリン・アトロ

ピン・ヒドロコルチゾン・ジアゼパム・サル

ブタモール・ニフェジピンを挙げられた｡ 次

に心肺蘇生について､ 歯科における偶発症は､
ほとんどの場合デンタルチェアー上で起こる

ため､ そのままチェアー上で救命処置を行う

必要がある｡ しかし､ デンタルチェアーは､

安定が悪く､ 効果的な胸骨圧迫が出来ない可

能性がある｡ そこで横山教授は､ 倒した背板

の下に丸椅子を置く画期的な方法を紹介され

た｡ この方法は､ 早く確実に処置が行える他､

デンタルチェアーならではの､ 頭部後屈が出

来る・無影灯がある

そして吸引が使える

など多くの利点があ

り､ 普段から訓練を

しておく必要がある

と述べられた｡ そし

てまとめとして､

｢救急車の手配が必
要なとき｣ として､
８つの項目を挙げら
れた｡

１) 意識がなく呼びかけに反応しない (心肺

停止)｡

２) 意識低下が５分以上続いている｡

３) 顔面蒼白や皮膚冷感を伴う胸痛や動悸

(心筋虚血)｡

４) 皮膚症状を伴う呼吸困難 (アナフィラキ

シー)｡

５) 強い喘息を伴う横になれない呼吸困難

(重症喘息)｡

６) 気道閉塞による窒息が見られる (重症気

道閉塞)｡

７) 異物を落下した後に咳や発声異常がある

(気道異物)｡

８) コントロール出来ない異常な動脈性出血｡

最後に､ 歯科医師は､ 安全な歯科医療を実

現するために､ 一般の救命処置のエビデンス

も取り入れながら､ 歯科環境に即した救命処

置を確立する必要があると締めくくられた｡

講演後､ 横山教授・望月理事・堀川委員を

中心にして､ どんな時に救急車を呼ぶか・モ

ニター使用の重要性そして救急薬品等につい

て､ 約１時間にわたる総合討論会が行われた｡

最後に､ 前もって会場に配布してあったポス

トアンケートに記入してもらいセミナーは終

了となった｡ (学術 片山 晃紀)

熊本市 宮田 正孝会会員員投投稿稿

｢走って何が楽しいの？｣ とよく尋ねら

れる｡

私もそう思っていた｡ 熊本城マラソン出

場が決まってから奥田会員に企画して頂い

た練習会に参加する｡ 練習会後は必ず温泉・

懇親会付きなので楽しみにして参加させて

もらった｡

金峰山を越えて草枕温泉､ 上熊本から水

辺プラザ鹿本までなどがあり25～30㎞の練

習である｡ 温泉に浸かり一緒に走った仲間

達との生ビールは言葉にならないほどウマ

い！走法を習い走れる距離が伸びてくると

達成感で嬉しくなり次の目標が出てくる｡

しかし心配な事もある｡ 江津湖５時間走

で30㎞過ぎに急に膝が上がらず足が前に出

ない経験をした｡ 息が切れている訳でもな

いのに体が動かないのである｡ 大会当日は

終了後の宴会が既に決まっている｡ なんと

か皆でゴールして祝杯を上げたい｡

楽しいマラソン練習
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12月17日 (土) 午後６時より県歯会館にて

県歯科医師会障がい者口腔ケア地域リーダー

研修会が行われた｡ 講師として水前寺で ｢はっ

とり心療クリニックをご開業の服部陵子氏を

お迎えし､ 歯科医師､ 歯科衛生士等多数の参

加の中行われた｡

はじめに松岡常務理事の挨拶に続いて､ 服

部氏より自閉症と発達障がいについて知的障

がい合併の自閉症や高機能自閉症､ アスペル

ガー症候群､ LD (学習障がい)､ ADHD (注

意欠如多動性障がい) の相互関係､ 発現率に

ついて話があった｡

また健常者と自閉症の方の脳の使い方の違

いから､ 会話中の視線の違いが認められたり､

画像診断からセロトニン､ トランスポーター

の密度が低下し､ ドーパミンの過剰が認めら

れることも指摘された｡

次に自閉症の診断基準として以下の１, ２,

３を満たすことについて説明があった｡

１､ 人との関わり・社会性の障がい；交流
できない､ 視線が合わない､ 自分から関

わらない

２､ 会話とコミュニケーションの障がい；
言葉の遅れ､ 独り言､ 会話ができない､

ずれてしまう

３､ 興味や行動の偏り；特定のものに関心､
自分の遊びや行動のパターン (こだわり)

４､ その他；感覚過敏 (聴覚・味覚・触覚)､
睡眠障がい､ 情緒不安定､ 癇癪､ パニッ

ク､ 多動

その後､ 重度自閉症の方の具体的な症例を

まじえ色々な対応法､ コミュニケーションの

方法や主にアメリカでの支援方法として ｢構

造化｣ について説明があった｡

｢構造化｣ とはノース・カロライナ州の自

閉症支援プログラムの支援アイディアである｡

自閉症の視覚優位性を活用し実行機能障がい

に合わせることで､ 環境の意味を分かりやす

くすることである｡

講演後､ 受講生から多くの質疑応答があり

関係者の自閉症に対する関心の高さがうかが

えた｡ 我々も今回学んだことをこれからの診

療に活かしていきたいと思う｡

(センター・介護 五島 嘉人)

������������ 自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症のののののののののののののののののののののののの特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴

―障がい者口腔ケア地域リーダー研修会―� ���� �����

県歯 学術･社保･センター介護委員会 合同講演会

テ ー マ ｢訪問歯科医療を始めるにあたって｣
日 時 平成24年２月19日 (日) 午前10時～午後１時
場 所 熊本県歯科医師会館 ４Ｆホール
(10：00～11：30) 阿蘇きずな歯科医院院長 我那覇生純 先生 (阿蘇郡市会員)
(11：30～12：00) センター・介護委員会 松本信久 理事
(12：00～12：30) 社会保険委員会 田中文丸 委員長
(12：30～13：00) 質疑応答

対 象 会員・スタッフ

※この講演会は､ ｢在宅療養支援歯科診療所｣ の施設基準に係る研修会に該当してい
ますので講演会終了後に会員の先生のみ 『修了証』 を発行いたします｡

(学術・社保・センター介護委員会)
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下記の通り平成23年度通常代議員会・通常総会を開催いたしますのでお知らせします｡
記

通常代議員会 日時：平成24年３月17日 (土) 午後２時～
会場：熊本県歯科医師会館 ４階ホール

[議事]
第１号議案 平成23年度特別会計熊本県歯科医師会8020推進事業会計収入支出予算 (案) の承

認を求める件
第２号議案 平成23年度特別会計熊本県歯科医師会介護者歯科実技研修事業会計収入支出予算

(案) の承認を求める件
第３号議案 平成23年度一般会計熊本県歯科医師会会計収入支出補正予算 (案) の承認を求め

る件
第４号議案 積立金取崩しの承認を求める件
第５号議案 平成24年度熊本県歯科医師会事業計画 (案) の承認を求める件
第６号議案 平成24年度熊本県歯科医師会会費及び負担金の賦課額､ 賦課率並びにその徴収方

法 (案) の承認を求める件
第７号議案 平成24年度熊本県歯科医師会会計収入支出予算 (案) の承認を求める件
第８号議案 熊本県歯科医師会共済互助規則の一部改正 (案) の承認を求める件
第９号議案 退会会員の会費及び負担金等の未納金欠損処分の承認を求める件
第10号議案 一般社団法人移行に伴う代議員会制選択の承認を求める件

[協議]
１ 公益法人制度改革について
２ 時局対策について
３ その他

※代議員会は公開となっています｡ 傍聴を希望される場合は､
会議場後方に席を用意してありますので､ ご来場下さい｡

通 常 総 会 日時：平成24年３月17日(土)午後５時～(代議員会終了後)
会場：熊本県歯科医師会館 ４階ホール

[議事]
第１号議案 平成23年度特別会計収入支出予算 (案) の承認を求める件
第２号議案 平成23年度一般会計熊本県歯科医師会会計収入支出補正予算(案)の承認を求める件
第３号議案 平成24年度熊本県歯科医師会事業計画 (案) の承認を求める件
第４号議案 平成24年度熊本県歯科医師会会費及び負担金の賦課額､ 賦課率並びにその徴収方法

(案) の承認を求める件
第５号議案 平成24年度熊本県歯科医師会会計収入支出予算 (案) の承認を求める件
第６号議案 一般社団法人移行に伴う代議員会制選択の承認を求める件

[協議]
１ 公益法人制度改革について
２ 時局対策について
３ その他

平成23年度通常代議員会・通常総会のお知らせ
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12月９日 (金) の午後７

時30分から､ 宇土市走潟の
『新心』 において県歯より
浦田会長並びに渡辺専務理
事をお招きして､ 平成23年
度宇土郡市タウンミーティ
ングを開催した｡ はじめに

浦田会長より一言､ ｢役員一丸となってやっ
ておりますが､ 何か足りない点やご不明な点
などあれば皆様の忌憚(きたん)のないご意見
をお聞かせください｡ 今日はお招きいただき
ありがとうございます｡｣ と挨拶があった｡
次に､ 渡辺専務より会務報告資料をもとに公
益法人制度改革､ 口腔保健センターの現状と
今後の役割についてなど説明があり､ 会員と
熱く意見を交わした｡
後半は忘年会に入り､ 中村会長より､ ｢今
年も残すところあと20日程となりましたが､
来年も皆様にとってより良い年となりますよ
うに｡ 今日は県歯より来ていただいています

のでお酒を飲みながら質問､ 意見などぶつけ
ていただきたいと思います｡｣ と挨拶があっ
た｡ 田中常務理事の ｢来年また良い年を迎え
ますように｣ という乾杯の合図で宴会が始まっ
た｡ 浦田会長と渡辺専務を囲んで終始なごや
かに宴会はすすみ､ 一年の締めくくりとして
ふさわしい有意義な意見交換の時間であった｡
午後10時過ぎ勇監事の一本締めで会はお開き
となった｡ (坂口 泰子)

忌憚ない意見をお願いします

宇土

域医療センターの改築の概要について話され
た後､ 江浦薬剤師会副会長の乾杯の音頭によ
り賑やかに宴会が始まった｡
東日本大震災からの復興もまだまだ手探り
状態の中､ 消費税問題が議論され解散総選挙
の可能性も取り沙汰されており先行きはまだ
まだ不透明だが､ 少なくとも例年通り普通に
新年会ができる幸せをかみしめながら､ 普通
に仕事が続けられる事に感謝しなければなら
ない､ そんなことを思う新年会だった｡

(槌本亮二郎)

１月７日 (土) 午後５時
よりホテルアレグリアにお

いて平成24年天草郡市歯科医師会新年会が行
われた｡ 今年も園田衆議院議員をはじめ､ 安
田天草市長､ 天草選出の西岡・池田両県会議
員､ 酒井天草医師会会長､ 江浦薬剤師会副会
長の来賓をお招きして行われた｡
最初に久々山会長が ｢昨年は未曾有の複合
危機で政治力の真価が問われた年だったが､
更なる社会保障の安定が不可欠であり安心し
て医療が受けられるよう我々も努力しなけれ
ばならない｡｣ と年頭の挨拶をされた｡ 続い
て園田衆議院議員が ｢社会保障と税の一体改
革は不可欠で消費税は目的税として使われる
だろうが､ 議員の定数削減・公務員の給与削
減は当然不可避であり､ 景気を浮揚しての話
である｡｣ と述べられた｡ 安田天草市長は
｢今年の成人は第二次ベビーブームから半減
しており､ 天草市は４月から職員削減で1000
人を切る体制となる｡ 市民の健康増進､ 福祉
のため協力を｡｣ と話され､ さらに西岡県議､
池田県議が熊本県歯口腔推進条例などについ
て話された｡ そして酒井医師会会長が天草地

��������������������
―新年会―天草

来賓も多数出席
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１月４日 (水) 午前10時

より､ 玉東町中央公民館に
て､ はたちの歯科健診が行
われた｡ 玉東町の成人式の
一環として行われ､ 式の前
後の限られた短い時間での
健診ではあったが､ 私たち

も玉名の衛生士会から衛生士５名､ 歯科医師
会から歯科医師５名と磐石な体勢で臨んだ｡
健診会場は成人式出席者とあって､ 女子は
振袖姿､ 男子はスーツ姿､ 町が呼んだ ｢くま
もん｣ も参加し､ 大変にぎやかであった｡ 時
おり､ 女子のつけ爪がはずれてスタッフ皆で
探すというハプニングもあったが､ 終始明る
くはつらつとしたムードの中､ 健診は進んだ｡
皆二十歳ということもあって､ 全体的に歯周
病う蝕者は少なかったが､ お正月連日のお祝
いで男子はお酒を飲む機会が多かったのか､
歯周炎で出血傾向の人が少し多かったように
感じられた｡
今日健診を受けた玉東町の成人者は､ 保育

園･幼稚園の年長期数ヶ月間､ フッ素洗口を
受けた者で､ (その後玉東町に転入･転出した
者も含む) 町としてはフッ素洗口がどれだけ
成果を上げているのか追跡調査を行うことと
し､ 今後も健診を続けることとしている｡ 数
年後にはフッ素洗口の成果が数字として表さ
れる予定だ｡ 歯科医の私としても大変興味深
く､ 今日この健診に関われて大変光栄に感じ
た｡

(甲斐 美和)

盤石な体勢で臨んだ

玉名

こうしてみると他郡市の例会の内容もほぼ
同じではないかと思っているが毎月開催され､
また会員の出席率が高いことも特徴的なので
はと思う｡
しかしながら､ 私が入会するもっと以前は
全員正装参加で無断欠席は翌日､ 連絡が入る
ような時代もあったと聞くが､ 時代の流れと
ともにフランクな会議に様変わりしたものの,
会員相互の関係は今も昔も変わりなくフレン
ドリーな関係が続いているのが本会の誇るべ
きところである｡

(坂田 輝之)

連休明けの１月10日 (火)
19時30分から荒歯会事務所

にて行われた荒歯会の例会について紹介した
いと思う｡
本会の例会は毎回次のように進行する｡
１. 開会：田中正専務理事
２. 挨拶：福嶋会長
３. 報告＆協議：議長は山本副会長
４. 閉会：田中正専務理事
今月はまず､ 福嶋会長の世情を踏まえた歯
科界の今年のあり方についての年頭挨拶で始
まり､ ｢報告その１｣ として資料に記載され
てないが会員に伝える必要のある事案につい
ての報告が行われ､ ｢報告その２｣ として事
前配布資料にある12月に行われた各種会議､
執行部預かり議案､ 厚生企画などに関して代
表者による報告が行われた｡
協議は ｢平成23年度歯科保健従事者講習会｣
への参加依頼の件､ 平成23年度総会日程の件､
当面の行事予定＆休日診療当番の確認という
流れで約45分で終了したが議案が多かったり､
協議が熱を帯びると１時間を超える月もある｡

―１月例会―荒尾

毎月このような感じです

��������
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１月７日 (土) 午後５時

より八代ロイヤルホテルに
て新年会が開催された｡ 中
山専務理事の司会で進行し
た｡ この日は天候にも恵ま
れやや暖かい日であった｡

(会員44名､ 家族11名､ 来賓２名)
県の歯科医師会からは浦田会長と牛島理事
に出席頂き､ 浦田会長からは新年の挨拶と昨
年と同様に診療報酬のアップ改定について､
そして今後の展望を交えて言葉を頂いた｡
上三垣会員の乾杯の号令で祝宴が始まった｡
宴が中盤に差し掛かった頃､ 厚生委員が
DVDで編集した１年間の軌跡を素晴らしい
画像と音楽で披露､ 皆を魅了し､ 動きを止め
た｡
その後豪華景品をめぐる抽選会が催され多

くの景品が配られ､ 感嘆と溜息が響きご家族
の方にも喜ばれた｡ 司会の高野会員お疲れ様
でした｡ それぞれが景品を獲得し満足したと
ころで､ 上田忠会員の万歳三唱､ 上田龍吾副
会長の閉会の辞で盛会の幕を閉じた｡

(山口 貴久)

会員の家族とも交流できる楽しいひと時であった

八代

続いて､ 河野敬明会員の乾杯の音頭を皮切
りに新年会に移った｡ 守田憲史､ 上田泰弘二
名の県議もお見えになり､ さまざまな話題で
賑わった｡
酒の量も進み､ 日頃の診療や家族のこと､
又今年は旅行も控えているので行き先の話題
等で大いに盛り上がった｡
最後に大森秀則会員の ｢今年はいい年にな
ります様に｡｣ というお言葉でお開きとなっ
た｡

(田染 直子)

１月10日 (火) 午後７時
30分より下益城歯科医師会

タウンミーティング及び新年会が宇城市松橋
｢新和食吉田｣ にて行われた｡ 県歯より来賓
として浦田会長､ 八木理事にお越し頂いた｡
大久保下益城郡会長､ 浦田県歯会長のお二
方より年頭の挨拶を頂き､ 本会会員の渡辺専
務理事の進行のもとタウンミーティングが行
われた｡
①公益法人制度改革
②口腔保健センターの現状と今後の役割
③第65回九州歯科医師大会､ 第62回全国学校
保健研究大会､ 第62回全国学校歯科医協議会
の熊本での開催予定
④会長への手紙
⑤社保に対するご要望・ご質問についてそれ
ぞれ説明があった｡
｢県歯会員何でも相談窓口｣ の開設のお知

らせもあり､ どんなささやかな相談事でも気
軽に問い合わせて欲しい､ 出来るだけ迅速に
対応したいとの事であった｡

―タウンミーティング及び新年会―下益城

県歯と共に発展へ

�������
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１月21日 ｢ホテルウェルビューかごしま｣

で､ 上記の会議が開催された｡ 松尾常務によ

り開会が宣言され､ 長谷理事長の挨拶では､

｢国保組合を取り巻く環境は厳しく､ 社会保

障と税の一体改革・後期高齢者医療制度の廃

止・所得水準の高い国保組合に対する補助金

の見直しが検討されている｡ 状況が変化する

中で､ 各県とも健全かつ円滑な運営を図るた

めに組織機能および財政基盤の確保がますま

す重要になってくる｡ 被保険者の健康増進を

さらに勤めていかなければならず､ この会議

を通して情報交換､ 情報を共有することで組

合の発展に寄与できればと考える｡｣ と述べ

た｡ 次に開催県の鹿児島の森原理事長から歓

迎の挨拶があった｡ 続いて議長に森原氏､ 副

議長に重城氏が選出された｡

報告
庶務報告：平成23年１月22日から平成24年１

月20日までの会議等の報告があっ

た｡

―平成23年度九州地区歯科医師国民健康保険組合連合会協議会―

会計報告：平成22年度九歯連歳入歳出決算､
平成23年度九歯連歳入歳出現計の

報告｡

監査報告：長尾監事より適正に処理されてい
る旨の報告があった｡

協議
(１) 平成22年度各県組合の決算状況

(２) 平成23年度各県運営状況

(３) 平成24年度各県予算編成方針

提出協議題は無く､ 閉会となった｡

(桑田 和明)

厳しい表情で真剣に協議

� �
謹んでご冥福をお祈り申し上げます｡

中村 勇一 先生
平成24年１月６日 ご逝去 61歳�郡 市 名：熊本市�入会年月日：昭和53年11月28日
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会 務 報 告 自 平成23年12月19日
至 平成24年１月22日

所管 日付 摘要 出席

総 務

12月20日
支払基金審査委員懇談会 (全日空ホテルニュースカイ) 浦田会長

会計打合せ Ｈ24年度各会計予算書 八木常務理事､ 吉永会計士

22日
第10回理事会 (１) 新入会員の承認 (２) 平成24年度各委員会事業計画案並びに予算案
(３) 特別会計8020推進事業会計収入支出予算案 ほか

浦田会長他全役員､ 伊藤学院長

26日
県福祉総合相談所次長来館 中嶋副会長

会計打合せ 渡辺専務理事､ 八木常務理事他２名

27日
第39回九州地方社会保険医療協議会熊本部会 (熊本市国際交流会館) 中嶋副会長

早産予防モデル事業打合せ 田上理事､ 川瀬委員長

28日 仕事納め式 浦田会長､ 小島副会長

１月４日

仕事始め式
浦田会長､ 小島副会長､ 渡辺専務理
事､ 八木常務理事

新年挨拶廻り (県庁､ 野田事務所)
県知事､ 県教育長､ 県健康福祉部長､ 野田衆議院議員への新年挨拶

浦田会長､ 小島副会長､ 八木常務理
事

第19回常務理事会
(１) 新入会員の承認 (２) 九州歯科医学大会の宿泊等の旅行会社の選定
(３) 平成24年度年間行事予定 ほか

浦田会長他常務理事以上全役員､ 牛
島理事

７日

九州各県専務理事連絡協議会 (ホテルニューオータニ佐賀) 渡辺専務理事

月次監査 12月末会計現況監査 片山・西野監事

八代歯会新年会 (八代ロイヤルホテル) 浦田会長､ 牛島理事

８日 故中村勇一会員 (熊本市) 告別式弔辞奉呈 小島副会長

10日 タウンミーティング (下益城郡) (宇城市) 浦田会長､ 渡辺専務理事､ 八木常務理事

11日

第723回支払基金幹事会 (支払基金) 浦田会長

熊本民事調停協会新年会 (ＫＫＲホテル) 前野会員

総合政策推進プロジェクト会議
(１) 未入会者対策説明会開催 (２) 認定歯科衛生士研修会 (３) 勤務医研修会 ほか

小島副会長､ 渡辺専務理事､ 八木常
務理事､ 牛島・椿理事､ 伊藤学院長

13日
労働保険委託事業場の算定基礎調査 委託事業場監査・４医院

熊本市歯会中央支部総会・新年会 (ホテル日航熊本) 浦田会長､ 渡辺専務理事

14日
山鹿市歯会新年会 (山鹿市・旅館寿三) 宮坂副会長､ 八木常務理事

菊池郡市歯会新年会 (熊本市) 浦田会長

16日
会計打合せ
Ｈ24年度新基準予算書

渡辺専務理事､ 八木常務理事､ 吉永
会計士

17日

県社会福祉審議会 (県庁) 小島副会長

8020支援事業・歯周病予防に関する指導者講習会ワーキング委員会 (山鹿市) 田上理事

第20回常務理事会
(１) 新入会員の承認 (２) 第77回全国学校歯科保健研究大会の開催期日・場所
(３) 平成23年度一般会計収入支出補正予算案 ほか

浦田会長他常務理事以上全役員､ 牛
島理事

18日

日本財団へ挨拶訪問 (日本財団) 浦田会長

労働保険委託事業場の算定基礎調査 委託事業場監査・１医院

第２回日歯青申連理事会 理事会内で国税庁との打合会も開催 前野会員

19日
県議会厚生常任委員会視察 (山鹿市・矢筈荘) 宮坂副会長

阿蘇郡市歯会新年会 (阿蘇プラザホテル) 田代正博先生日歯会長賞授賞祝賀会も開催 浦田会長､ 宮坂副会長､ 渡辺専務理事

20日
県医療審議会 (県庁) 浦田会長

県国保診療報酬審査委員会新年会 (ＫＫＲホテル熊本) 浦田会長

学 術 １月20日
学術委員会
(１) ２／５熊本県歯科医学大会スケジュール (２) ２／19合同講演会スケジュール

椿理事､ 井上副委員長他５委員

社会保険

12月26日 九州厚生局との打合せ
浦田会長､ 中嶋副会長､ 勇常務理事､
前田理事

28日
社会保険委員会
(１) 会員向け発行物 (２) 個別指導立会い・個別相談会 (３) 訪問歯科講演会 ほか

前田理事､ 田中委員長他全委員

１月７日
レセプト事前チェックセンター 相談者：７名 (来館・２名､ 電話・１名､ ＦＡＸ・４名) 前田理事､ 田中委員長他１委員

社会保険個別相談会 相談者：１名 田中委員長他１委員

13日 社会保険個別相談会 (長洲町) 前田理事､ 田中委員長､ 他１委員

18日
社会保険個別相談会 (天草市) 中嶋副会長､ 前田理事

社会保険個別相談会 (長洲町) 田中委員長他１委員

19日 保険個別指導 (県青年会館) 渡辺副委員長､ 中村悟・金本委員

21日 山鹿市歯会社保講演会 (山鹿市歯会事務所) 中嶋副会長

22日 県歯科衛生士会リーダー育成研修会 反後副委員長

地域保健 12月20日 地域保健小委員会 田上理事､ 川瀬委員長他２委員

広 報

12月20日 広報小委員会 (１) 会報１月号・第１回校正 加藤理事､ 佐藤委員長他３委員

26日 テレメッセ打合せ (１) １月12日 (木) 放送分 加藤理事

27日 広報小委員会 (１) 会報12月号・第２回校正 加藤理事､ 佐藤委員長他１委員

28日 ＴＫＵ広報番組 ｢医療あれこれ｣ 収録 (１) １月11日 (水) 放送分 浦田会長

１月７日 テレメッセ打合せ (１) １月12日 (木) 放送分 加藤理事

12日 ＮＨＫテレメッセ出演 (ＮＨＫ熊本) 加藤理事

16日 広報委員会 (１) 会報２月号・編集 加藤理事､ 佐藤委員長他全委員
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所管 日付 摘要 出席

学校歯科

１月13日 県学校保健会合同研修会 (水前寺共済会館) 浦田会長､ 大林理事､ 河原委員長

19日 県ＰＴＡ災害見舞金安全会判定審査委員会 (県総合福祉センター) 西野監事

21日 第77回全国学校歯科保健研究大会打合会 (日歯会館) 渡辺専務理事､ 大林理事

医療対策

１月６日 医療相談 紛争事案・当該歯科医師を交えての協議 冨屋理事､ 永松副委員長

13日 医療相談 紛争事例について協議 冨屋理事､ 温委員

18日 医療対策小委員会 (１) 医療苦情に関する通知書の作成 (２) 難事例の検討と対策 冨屋理事､ 岡田委員長他１委員

20日 医療対策委員会 (１) 事例報告検討 (２) その他 (３) 委員提出協議題 (４) 理事報告 冨屋理事､ 岡田委員長他全委員

センター･介護

12月20日
センター・介護小委員会
口腔ケアマニュアル作成

宮坂副会長､ 松岡常務理事､ 松本理
事､ 平井委員長他１委員

27日 口腔保健センターカルテ・会計チェック (口腔保健センター) 五島委員

１月11日 介護者歯科実技研修会打合せ (１) 介護者歯科実技研修会実習 (２) タイムスケジュール 松本理事

14日
介護者歯科実技研修会
受講者：101名

松岡常務理事､ 松永理事､ 平井委員
長他全委員

15日
介護者歯科実技研修会
受講者：91名

宮坂副会長､ 松岡常務理事､ 松本理
事､ 平井委員長他５委員

21日
県障がい児 (者) 歯科保健推進協議会
出席者：16名

宮坂副会長､ 松岡常務理事､ 松本理
事､ 平井委員長他２委員

22日 県歯科衛生士会リーダー育成研修会 松本理事

学 院

12月19日 学院解剖学見学実習 (福岡歯科大学) 伊藤学院長､ 松岡副学院長､ 堤講師

21日 学院臨床実習場反省会 歯科医師：18名､ 歯科衛生士：28名 浦田会長､ 伊藤学院長他２委員

22日 学院終業式 伊藤学院長

26日 学院冬期休暇 (至１月６日)

１月10日 学院始業式 (学院校舎)

18日 学院役職会 (学院校舎) 伊藤学院長他２役員

19日 学院新規臨床実習施設打合会 歯科医師：11名､ 歯科衛生士：11名 小島副会長､ 伊藤学院長他７委員

国保組合
１月21日

九歯連役員会 (ホテルウェルビューかごしま) 浦田理事長

九歯連協議会 (ホテルウェルビューかごしま)
浦田理事長､ 桑田常務理事､ 田代主
任他１名

22日 九州各県国保事務担当者連絡会 (ホテルウェルビューかごしま) 田代主任､ 緒方書記

上野 啓之
(ウエノ ヒロユキ)

熊本市健軍本町52-3

うえの歯科医院
①読書
スポーツ

②十分に説明し､ 患者
さんの希望する治療を行う

③説明
④まだまだ未熟者ですがよろしくお願い
します!!

①今もっとも関心のあることは何ですか｡
②自分が希望する歯科診療とはどのよう
なものですか｡
③他の歯科医院にはない自分の医院の特
色を教えてください｡
④今後の抱負は何ですか｡

一一 般般 会会 員員
伊藤 守
(イトウ マモル)

菊池郡菊陽町
大字津久礼2486番地８

いとう歯科クリニック
①これから､ 医療費の
改正が行われるにあ

たって歯科の分野ではどの様に推移し
ていくのかという事
②どの歯科医院に行っても同等の治療が
受けられる環境が整っている
③特にありません
④地道に頑張っていきたいと思います｡

�山 久美
(タカヤマ クミ)

菊池郡大津町室400-1

たかやま
デンタルクリニック
①審美に関心がありま
す｡

②来院された患者様が笑顔で食生活を楽
しまれるような診療
③きめ細かい配慮のできる歯科医院であ
りたいと思っています｡
④歯科を通じて地域社会に貢献したいと
思っています｡
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3日（土） 

5日（月） 

17日（土） 

 

21日（水） 

27日（火） 

28日（水） 

 

国保通常組合会 

第23回常務理事会 

通常代議員会 

通常総会 

第24回常務理事会 

点数改定説明会 

第13回理事会 

 

EEEEEEEEEEEEEEE

行 事 予 定 

くまもとサプライズキャラクター『くまモン』 

くまもとサプライズ熊本県許可第1086号 

12月30日、朝6時起床、タクシーで熊本駅春日口に15分の移動、緑の窓口に直行（計画性の無い帰省旅）
熊本―新大阪間の自由席を購入、急いで新幹線ホームに向い自由席の乗降口に並ぶ人はまばら、やがて瑞穂
600号が淡いブルーの車体を輝かせ、滑るようにホームに入って来た、チョッとドキドキ、最後尾の1号車
自由席に乗り込む、車内はガラガラ、7番の2列席の窓際に席を確保、7時43分、定刻に熊本駅を発車、博多
を過ぎるとトンネルが多く車窓の景色は期待できない携帯の電波の受信も圏外マークが増える。朝飯のサンド
イッチを頬張りながらMP3プレイヤーの準備 、長時間での移動には 桂枝雀 師匠の演目を聞くのが楽しみ、 
まずは「おもいでや」から、ものの5分で意識もうつろ 爆酔、目が覚めたのは岡山、ちょっと冷や汗 、気を
取り直して「時うどん」軽妙な喋りに独り笑い、定刻10時44分、新大阪着、急いでトイレを目指す、帰省客
で大混雑、早々に用を済ませ16番ホームのJR宝塚線に乗り換え、約5分間の移動、大阪駅着、駅は大変貌、
いったい自分は何処にいるの？、迷うこと10分、大型カメラ店にてデジカメを物色、本来なら地下鉄御堂筋
線に乗換えだが、天気も良いので歩きで、淀屋橋を目指す、曽根崎心中で有名なお初天神の前（上手い蕎麦屋
あり）を抜け、御堂筋に出る、歩行者はまばら、黙々と歩くこと10分、左手に日本銀行大阪支店、右手には
渦中の人、橋下新市長の大阪市役所、写メを撮る人多数、市役所の右手からは中之島公園に続く遊歩道(勤務
時代ママチャリに幼い息子を乗せ公園散歩を想い出す…）浪華八百八橋の代表、淀屋橋に到着、土佐堀川(旧淀
川)の水面を眺めながら、深呼吸、少し溝くさいかな？、淀屋橋駅から京阪電車特急にて移動、途中、観覧車
が見えて来た、枚方パーク駅(子供の頃 家族で出掛けた懐かしい遊園地)、通過後15分、くずは駅で普通電車
に乗換、数分で目的駅、橋本に到着、改札を抜けると、映画のセットの様な建物が目に入る（橋本遊郭跡）弁
柄格子にステンドガラス、目を閉じると当時の賑いが聞こえて来るようだ、歩く事数分我が家に到着、愛犬「リ
キ」、吠えまくりのお出迎え「ただいま…」、「おかえり、早かったなぁ」、声と共に扉が開く、迎えに出てく
る笑顔の母、お互いに元気で笑いながら過ごせる年の瀬に、ただ感謝。　　　　　　　　　　　　　　(N.T)




